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▼
…
伝
統
の
獅
子
舞

「
未
来
に
残
す
べ
き
」
＝

郷
土
の
伝
統
継
承
を
テ
ー

マ
に
し
た
社
会
科
授
業
が

城
西
小
学
校
（
河
本
学
校

長
）
で
あ
り
、
４
年
生
児

童
ら
が
地
元
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
獅
子
舞
の
存
続
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　

同
校
区
に
は
明
治
末
期

か
ら
大
正
初
期
に
伝
わ
っ

た
と
さ
れ
る
上
仮
屋
獅
子

舞
が
あ
る
。
一
度
途
絶
え

た
が
、
２
０
０
５
年
に
４５

年
ぶ
り
に
復
活
し
、
現
在

は
保
存
会
約
２０
人
が
月
１

回
の
稽
古
で
伝
承
。
し
か

し
、
今
後
の
存
続
に
は
後

継
者
の
確
保
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
授
業
で
は
、

「
上
仮
屋
獅
子
舞
は
続
く

か
、
続
か
な
い
か
」
と
い

う
問
い
か
け
か
ら
ス
タ
ー

ト
。「
伝
統
文
化
だ
か
ら

続
く
」
な
ど
と
存
続
を
肯

定
す
る
声
と
「
後
継
者
不

足
で
続
か
な
い
」
な
ど
と

否
定
す
る
声
が
ほ
ぼ
半
々

に
分
か
れ
た
。
し
か
し
、

「
未
来
に
残
す
べ
き
価
値

が
あ
る
か
な
い
か
」
と
の

問
い
に
は
「
地
域
を
盛
り

上
げ
る
も
の
だ
か
ら
残
す

べ
き
」と
の
意
見
で
一
致
。

「
伝
承
す
る
た
め
に
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
」
と
前
向
き
な
議
論
へ

移
り
、「
若
い
世
代
向
け

の
体
験
会
を
開
く
」「
獅

子
舞
の
魅
力
を
動
画
や
ポ

ス
タ
ー
で
Ｐ
Ｒ
す
る
」
な

ど
の
ア
イ
デ
ア
を
話
し
合

っ
た
。

　

授
業
に
は
保
存
会
か
ら

５
人
が
参
観
。
獅
子
頭
や

鼻
高
面
、
横
笛
を
持
参
し

て
子
ど
も
た
ち
に
披
露
し

た
。
担
任
の
小
寺
健
太
朗

教
諭（
３８
）に
よ
れ
ば
、
児

童
ら
は
授
業
後
の
休
み
時

間
に
自
主
的
に
段
ボ
ー
ル

て
い
る
運
賃
は
、
来
年
１０

月
か
ら
バ
ス
の
種
類
や
利

用
距
離
に
関
わ
ら
ず
１
回

２
０
０
円
（
小
学
生
、
身

体
障
が
い
者
手
帳
・
療
育

手
帳
所
持
者
と
介
助
者
、

６５
歳
以
上
の
運
転
免
許
自

主
返
納
者
な
ど
は
１
０
０

円
）
に
統
一
す
る
均
一
料

金
制
を
導
入
す
る
、
と
い

う
素
案
と
な
っ
て
い
る
。

　

均
一
料
金
制
が
導
入
さ

れ
れ
ば
、
ゆ
ら
の
す
け
の

運
賃
は
２
倍
に
。
路
線
バ

ス
は
、
運
賃
２
０
０
円
以

内
の
区
間
は
値
上
げ
ま
た

は
据
え
置
き
と
な
る
一

方
、
２
０
０
円
を
超
え
る

区
間
で
は
減
額
と
な
る
。

例
え
ば
、
播
州
赤
穂
〜
亀

の
井
ホ
テ
ル
赤
穂
の
運
賃

は
現
行
の
３
７
０
円
か
ら

２
０
０
円
と
な
る
。ま
た
、

す
べ
て
の
バ
ス
が
一
定
期

間
乗
り
放
題
と
な
る
定
期

券
（
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
）
の
導
入
も

見
込
む
。

　

協
議
会
事
務
局
に
よ
る

と
、
均
一
料
金
制
を
導
入

し
た
場
合
、
路
線
バ
ス
の

　

雅
楽
・
能
楽
の
祖
と
さ

れ
る
祭
神
・
秦
河
勝
を
ま

つ
る
坂
越
・
大
避
神
社
の

例
祭
「
坂
越
の
船
祭
」

（
国
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
）
は
８
日
に
本
宮
を
行

い
、
神
輿
や
楽
人
な
ど
を

乗
せ
た
木
造
和
船
の
一
行
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雑
な
料
金
体
系
が
運
賃
の

均
一
化
に
よ
り
わ
か
り
や

す
く
な
り
、
バ
ス
の
垣
根

を
な
く
す
こ
と
で
一
体
的

か
つ
効
率
的
な
ル
ー
ト
再

編
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ

に
よ
り
、
バ
ス
を
利
用
し

や
す
い
環
境
を
構
築
で
き

る
」
な
ど
と
メ
リ
ッ
ト
を

強
調
。
１１
月
下
旬
に
予
定

す
る
第
６
回
協
議
会
で
よ

り
詳
細
な
計
画
案
を
示

し
、
市
民
の
意
見
を
聴
く

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

経
て
計
画
を
策
定
す
る
。

現
行
運
賃
か
ら
２
０
０
円

を
引
い
た
減
収
額
を
市
が

負
担
す
る
方
向
で
運
行
会

社
の
ウ
イ
ン
グ
神
姫
と
調

整
を
進
め
て
い
る
と
い

う
。
負
担
総
額
の
見
込
み

は
「
試
算
は
困
難
」
と
し

て
未
知
数
。
こ
れ
ま
で
市

が
一
定
条
件
の
路
線
の
赤

字
を
負
担
し
て
き
た
の
と

同
様
に
収
支
決
算
後
に
減

収
額
を
補
正
予
算
で
支
出

す
る
方
式
を
考
え
て
い
る

と
い
う
。

　

事
務
局
は
「
現
在
は
複

　
こ
れ
ま
で
人
前
に
作
品

を
展
示
し
た
こ
と
は
な

く
、
奥
道
さ
ん
に
誘
わ
れ

て
「
ふ
っ
く
ら
　
ふ
た
り

展
」
と
題
し
て
出
品
し

た
。「
ほ
っ
こ
り
し
た
気

持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
山
脇
さ
ん
。
１０
月

２６
日（
木
）ま
で
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
（
金
土
日
は

休
み
）。
☎
４８
・
７
１
２

２
。

孫
の
笑
顔
な
ど

描
い
た
水
彩
画

福
浦
の
山
脇
さ
ん

　
福
浦
の
山
脇
五い

都つ

子こ

さ

ん（
７４
）が
趣
味
で
描
い
た

水
彩
画
を
坂
越
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
喫
茶
「
さ
こ
し
高
瀬

舟
」
で
展
示
し
て
い
る
。

近
く
に
住
む
仲
良
し
の
奥

道
一
二
美
さ
ん（
７０
）と
の

２
人
展
。
子
ど
も
の
笑
顔

や
草
花
な
ど
を
描
い
た
温

か
み
の
あ
る
作
品
計
約
２５

点
が
並
ぶ
。

　
カ
ラ
オ
ケ
や
手
芸
な
ど

趣
味
の
多
い
山
脇
さ
ん
。

３
年
ほ
ど
前
、
散
歩
中
に

見
か
け
た
路
傍
の
花
を
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
描
い
た

の
を
き
っ
か
け
に
水
彩
画

を
始
め
た
。
題
材
に
す
る

の
は
、
幼
か
っ
た
頃
の
孫

や
愛
犬
の
写
真
、
夫
が
育

て
て
収
穫
し
た
野
菜
な

ど
。
夫
が
居
間
で
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る
そ
ば
で
絵
筆

を
動
か
す
時
間
に
幸
せ
を

感
じ
る
と
い
う
。

合
員
が
栽
培
し
て
い
る
。

今
年
は
過
去
最
多
の
１
・

２
㌶
を
作
付
け
、「
こ
れ

ま
で
で
一
番
の
豊
作
」
だ

と
い
う
。

　
直
売
会
は
周
世
ふ
れ
あ

い
市
場
近
く
の
畑
で
両
日

と
も
午
前
８
時
〜
正
午

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）。

畑
に
入
っ
て
好
き
な
株
を

収
穫
し
、
１
株
２
０
０
円

で
持
ち
帰
る
（
剪
定
ば
さ

み
、
長
靴
持
参
）。小
雨
決

行
。
車
で
の
来
場
は
駐
車

ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る

た
め
係
員
が
誘
導
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
☎
０
９
０

・
４
０
３
９
・
７
１
３
２

（
西
川
組
合
長
）。（
写
真

は
例
年
以
上
の
豊
作
だ
と

い
う
周
世
の
黒
枝
豆
）

バ
ス
（
対
距
離
料
金
制
）

１
７
０
〜
６
６
０
円
▽
ゆ

ら
の
す
け（
均
一
料
金
制
）

１
０
０
円
▽
て
い
じ
ゅ
う

ろ
う
（
区
間
料
金
制
）
１

０
０
〜
２
０
０
円
と
な
っ

　
コ
ク
の
あ
る
風
味
で
人

気
の
黒
枝
豆
が
収
穫
期
を

迎
え
、
周
世
土
地
利
用
組

合
（
西
川
國
昭
組
合
長
）

が
１０
月
２１
日（
土
）・
２２
日

（
日
）に
直
売
会
を
開
く
。

　
地
域
の
特
産
化
を
目
指

し
て
２
０
１
６
年
か
ら
組

で
獅
子
頭
を
工
作
。
保
存

会
の
稽
古
に
参
加
し
た
い

と
話
す
児
童
も
あ
っ
た
と

い
う
。

　

横
笛
に
興
味
を
示
し
た

大
田
歩あ

ゆ

采ね

さ
ん（
１０
）は

「
上
仮
屋
獅
子
舞
は
城
西

の
大
切
な
宝
物
だ
と
思

う
」
と
先
人
が
受
け
継
い

で
き
た
歴
史
に
価
値
を
見

い
出
し
た
。
保
存
会
の
高

木
稔
之
さ
ん
は
「
皆
さ
ん

の
記
憶
に
残
る
こ
と
が
伝

承
に
つ
な
が
る
」
と
次
世

代
に
期
待
し
た
。（
写
真

は
郷
土
伝
統
継
承
の
授
業

で
獅
子
舞
の
道
具
に
関
心

を
示
す
子
ど
も
た
ち
）

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

市
内
運
行
の
バ
ス
運
賃

均
一
料
金
制
導
入
へ

均
一
料
金
制
導
入
へ

ル
ー
ト
再
編
も
方
針
合
意

周世の枝豆 ２１・２２日に直売

小
雨
の
中「
坂
越
の
船
祭
」

通
常
開
催
に
活
気
戻
る

４
年
ぶ
り
に
獅
子
舞
も

　

赤
穂
市
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
（
会
長
・

溝
田
康
人
副
市
長
）
は
今

年
度
中
に
策
定
す
る
「
地

域
公
共
交
通
計
画
」
に
、

市
内
で
運
行
す
る
路
線
バ

ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
ゆ
ら
の
す
け
、
て
い
じ

ゅ
う
ろ
う
）
の
ル
ー
ト
再

編
と
運
賃
均
一
化
を
盛
り

込
む
方
針
を
大
筋
で
合
意

し
た
。

　

９
月
２６
日
の
第
５
回
協

議
会
で
示
さ
れ
た
素
案
で

は
、
来
年
４
月
か
ら
市
内

循
環
バ
ス「
ゆ
ら
の
す
け
」

に
尾
崎
・
御
崎
ル
ー
ト
を

新
設
す
る
ほ
か
、
赤
穂
中

央
病
院
に
近
い
「
新
町
バ

ス
停
」
を
追
加
。
東
備
西

播
定
住
自
立
圏
圏
域
バ
ス

「
て
い
じ
ゅ
う
ろ
う
」
は

Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
を
経
由

す
る
ル
ー
ト
に
変
更
す
る

と
と
も
に
千
鳥
地
区
、
大

津
地
区
内
を
路
線
に
追
加

す
る
。
一
方
、
ウ
イ
ン
グ

神
姫
が
運
行
す
る
路
線
バ

ス
の
一
部
不
採
算
区
間
を

廃
止
す
る
。

　

ま
た
、
現
行
は
▽
路
線

が
東
の
浜
か
ら
御
旅
所
が

あ
る
沖
合
い
の
生
島
ま
で

坂
越
湾
を
巡
航
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
止
・
縮

小
を
は
さ
み
、
４
年
ぶ
り

の
通
常
開
催
。
昨
年
は
獅

子
頭
だ
け
を
船
に
乗
せ
た

獅
子
舞
も
繰
り
出
し
た
。

　

神
輿
を
船
に
乗
せ
る
た

め
の
板
を
船
へ
渡
す
「
バ

タ
架
け
」
で
は
、
長
さ
約

７
㍍
の
バ
タ
板
を
担
い
だ

男
衆
ら
が
わ
ざ
と
見
物
客

に
近
づ
い
た
り
、
空
に
向

け
て
立
て
か
け
た
板
に
よ

じ
登
っ
た
り
し
て
会
場
を

沸
か
せ
た
。

　

浜
の
近
く
に
住
む
中
谷

利
麻
さ
ん（
６０
）は
「
知
り

合
い
も
た
く
さ
ん
祭
り
に

出
て
い
て
、
毎
年
見
物
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

雨
の
中
の
祭
り
も
情
緒
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
」
と
海

上
を
巡
航
す
る
船
団
に
声

援
を
送
っ
た
。（
写
真
は

４
年
ぶ
り
に

通
常
開
催
さ

れ
た
「
坂
越

の
船
祭
」）

　 　

　
　
　
　
　   

諮
動
画
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▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
6５
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
明
星
車
検
好
評
受
付

中
＝
代
車
、
見
積
も
り
無

料
。
軽
な
ら
３
万
９
６
８

０
円
か
ら
。
見
積
も
り
だ

け
で
も
お
気
軽
に
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
。
中
古
車

販
売
、
新
車
も
お
任
せ
く

だ
さ
い
。
Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員
も

大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン

最
安
、
オ
イ
ル
交
換
２
回

無
料
、
車
検
割
引
な
ど
特

典
い
っ
ぱ
い
で
年
会
費
１

５
０
０
円
。
ガ
ソ
リ
ン
ス

第２５２５号　　２０２３年（令和 ５年）１０月１４日

休
日
急
患
診
療
医

　 　

市
民
ガ
イ
ド

タ
ン
ド
「
㈱
明
星　

赤
穂

Ｓ
Ｓ
」
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス

さ
ん
前
☎
４6
・
３
１
７
７

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、終
活
、家
、倉
庫
の
片

付
け
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
積
も
り
無
料
。ご
み
で

捨
て
る
前
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越

☎
０
９
０
・
１
２
４
０
・
７

４
６
１

　

▼「
く
ら
電
」＝
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
の
取
替
で
国
か
ら

補
助
金
が
も
ら
え
ま
す
。

補
助
対
象
機
種
や
お
見
積

等
、お
問
合
せ
は
当
店
ま

で
。エ
ア
コ
ン
取
付
、移

設
。そ
の
他
お
家
の
お
困

り
事
で
自
分
で
は
無
理
と

思
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ

い
。尾
崎
☎
２５
・
1
３
８
１

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
6０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
1０
時
～
1８
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
令
和
5
年
度
農
家
直

売
新
米
＝
低
農
薬
で
育
て

ま
し
た
。市
内
配
送
Ｏ
Ｋ
。

新
米
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、キ
ヌ

ム
ス
メ
共
に
玄
米
３０
㌔

７
５
０
０
円
、コ
シ
ヒ
カ

リ
玄
米
３０
㌔
８
５
０
０

円
。「
米
工
房　

庄
八
」西

有
年
☎
０
８
０
・
１
４
０

０
・
３
２
７
６（
シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル
可
能
）

　

▼「
ラ・セ
ー
ヌ
洋
菓
子

店
」＝
1０
月
1４
日（
土
）・
２1

日（
土
）、渋
皮
栗
で
焼
き

上
げ
た
栗
タ
ル
ト
１
台
１

３
０
０
円
に
て
販
売
し
て

お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。営
業
時
間

1０
時
～
1７
時
。加
里
屋
駅

前（
商
議
所
北
）☎
４２
・
２

２
９
６

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
と
れ
た
て
新

米
入
荷
し
ま
し
た
。ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
、に
こ
ま
る
が
新

入
荷
。コ
シ
ヒ
カ
リ
、キ
ヌ

ヒ
カ
リ
新
米
も
好
評
販
売

中
で
す
○
ビ
オ
ラ
苗
が
入

荷
。各
色
揃
っ
て
い
ま
す

ヨ
。と
っ
て
も
か
わ
い
い

で
す
。ア
リ
ッ
サ
ム
や
ノ

ー
ス
ポ
ー
ル
な
ど
今
か
ら

春
ま
で
楽
し
め
る
冬
花
壇

の
主
役
で
す
ね
。パ
ン
ジ

ー
苗
も
少
し
ず
つ
入
荷
し

ま
す
○
秋
植
え
球
根（
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
、水
仙
な
ど
）

も
入
荷
し
て
い
ま
す
の
で

一
緒
に
植
え
て
楽
し
み
た

い
で
す
ね
○
秋
真
っ
盛

り
、人
気
で
売
り
切
れ
で

し
た
ガ
ー
デ
ン
マ
ム
ジ
ジ

や
美
し
い
ダ
リ
ア
苗
が
届

い
て
い
ま
す
。藤
袴
や
な

で
し
こ
、コ
ス
モ
ス
等
秋

の
花
と
秋
色
リ
ー
フ
プ
ラ

ン
ツ
が
と
て
も
綺
麗
○
寄

植
植
替
の
ご
注
文
承
り
ま

す
。寄
植
材
料
を
あ
ら
か

じ
め
組
み
合
わ
せ
た
寄
植

セ
ッ
ト
な
ら
材
料
選
び
に

悩
み
ま
せ
ん
。ご
利
用
く

だ
さ
い
ね
○
い
ち
ご
苗
好

評
販
売
中
。お
花
や
資
材

の
入
荷
情
報
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ね
。

「
㈲
米
口
グ
リ
ー
ン
ナ
ー

セ
リ
ー
」木
津
☎
４6
・
８
０

０
１（
16
時
４５
分
ま
で
）

　

▼
抜
穂
祭
（
ぬ
い
ぼ
さ

い
）
＝
1０
月
２２
日
（
日
）

午
後
２
時
。
早
乙
女
が
古

式
ゆ
か
し
く
神
田
で
稲
を

刈
り
取
り
ま
す
。
収
穫
に

参
加
ご
希
望
の
方
に
は
鎌

を
貸
し
出
し
ま
す
。
神
田

は
加
里
屋
西
沖
交
差
点
の

南
約
３
０
０
㍍
。「
赤
穂

大
石
神
社
」
上
仮
屋
☎
４２

・
２
０
５
４

　

▼
「
赤
穂
福
音
ル
ー
テ

ル
教
会
」
創
立
5０
周
年
記

念
礼
拝
＝
1０
月
２２
日（
日
）

午
前
１０
時
半
〜
○
五
十
年

を
振
り
返
っ
て
『
記
念
写

真
展
』
１０
月
２１
日（
土
）と

２８
日（
土
）の
２
日
間
。
両

日
と
も
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
。
ど
な
た
で
も
お
越

し
く
だ
さ
い
。
歓
迎
致
し

ま
す
。
赤
穂
自
動
車
教
習

所
南
側
☎
４３
・
８
８
５
８

  

▼
ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｃ
ｌ
ｕ

ｂ
風
景
写
真
西
播
磨
・
第

３
回
写
真
展
＝
1０
月
２1
日

（
土
）～
２９
日（
日
）、
兵
庫

県
立
先
端
技
術
支
援
セ
ン

タ
ー（
上
郡
町
光
都
）で
1０

～
1７
時（
最
終
日
は
16
時
）

会
員
９
人
が
国
内
で
撮
影

し
た
四
季
折
々
の
風
景
写

真
全
紙
２6
点
。
☎
０
９
０

・
１
５
９
８
・
６
５
５
６

（
会
長
・
武
村
晴
人
）

　

▼
第
８
回
関
西
福
祉
大

学
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

＝
赤
穂
市
市
政
特
別
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
で
劇
作
家
・
演

出
家
の
平
田
オ
リ
ザ
氏

（
芸
術
文
化
観
光
専
門
職

大
学
学
長
）
が
「
わ
か
り

あ
え
な
い
こ
と
か
ら
―
い

ま
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
―
」
と

題
し
て
基
調
講
演
。
1０
月

２９
日（
日
）1３
時
か
ら
２
号

館
Ａ
１
０
０
大
講
義
室
。

参
加
無
料
で
定
員
３
０
０

名
を
受
付
中
。
☎
４6
・
２

５
０
８
（
地
域
連
携
推
進

室
）

　

▼
初
め
て
の
方
も
丁
寧

に
教
え
、
働
き
や
す
い
職

場
で
す
＝
カ
キ
む
き
・
箱

詰
め
・
カ
ラ
清
掃
。
時
給

１
０
１
０
円
～
。
８
時
～

16
時
の
間
で
応
相
談
。
見

習
い
期
間
・
昇
給
あ
り
。

交
通
費
あ
り
。「
㈲
光
栄

水
産
」
坂
越
☎
４８
・
１
２

２
４
、
☎
０
９
０
・
８
８

８
２
・
０
７
２
６

　

▼
販
売
ス
タ
ッ
フ
急
募

＝
パ
ー
ト
さ
ん
（
和
菓
子

の
販
売
）。勤
務
時
間
1０
時

～
16
時
。休
日
シ
フ
ト
制
。

時
給
１
１
０
０
円
。
勤
務

時
間
、休
日
応
相
談
。詳
細

は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。「
か
ん
川
本
舗
」

加
里
屋
駅
前
町
５6
の
１
☎

４３
・
２
５
５
５
、
メ
ー
ル

info@
kankaw

a.
co.jp

　

▼
カ
キ
の
新
規
ス
タ
ッ

フ
募
集
＝
身
む
き
作
業

他
。初
め
て
で
も
大
丈
夫
。

時
給
１
０
１
０
円
～
昇
給

・
交
通
費
あ
り
。火
・
土
曜

休
み
。時
間
８
時
～
16
時

相
談
可
○
シ
ニ
ア
、学
生
、

経
験
者
歓
迎
。「
小
林
水

産
」坂
越
☎
０
８
０
・
８
５

１
８
・
９
４
４
５

　

▼
赤
穂
温
泉
「
絶
景
露

天
風
呂
の
宿　
銀
波
荘
」

＝
①
風
呂
清
掃
９
～
1２
時

②
部
屋
清
掃
９
時
半
～
1４

時
半
③
調
理
補
助
７
～
11

時
、
1５
～
1７
時
④
洗
濯
1４

～
1９
時
⑤
洗
い
場
９
～
1２

時
、1３
～
16
時
、1９
～
２３

時
。時
給
は
①
②
③
１
０

５
０
円
～
（
試
用
期
間
中

１
０
１
０
円
）
④
⑤
１
０

１
０
円
～
。交
通
費
支
給

あ
り
。
御
崎
☎
４５
・
３
３

５
５

　

▼
急
募
。
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
＝
午
前
６
時
半
～

午
後
７
時
の
間
で
５
～
８

時
間
働
け
る
方
。
経
験
者

歓
迎
。社
員
登
用
あ
り
。仕

事
の
内
容
は
店
頭
に
て
給

油
、
ロ
ー
リ
ー
に
て
配
送

で
す
。
時
給
１
０
０
１
円

～
。「
㈲
小
林
石
油
」新
田

七
軒
家
☎
４２
・
０
３
２
１

　

▼
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
作

業
員
＝
正
社
員
月
給
２７
万

円
～
＋
残
業
手
当
。土
日

祝
休
み
。西
浜
北
町
の
工

場
内
勤
務
で
８
時
～
1９
時

の
間
で
実
働
８
時
間
の
シ

フ
ト
制（
日
勤
の
み
）。残

業
少
な
目
。フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
で
雑
貨
品
の
入
出
荷

作
業
。リ
ー
チ
・
カ
ウ
ン
タ

ー
両
方
可
。フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
免
許
と
経
験
要
。「
四

国
合
同
通
運
㈱
」☎
０
９

０
・
１
５
７
０
・
１
７
４
６

（
井
内
）

　

▼
正
社
員
募
集
＝
葬
祭

の
実
施
及
び
関
連
す
る
事

務
等
。月
給
1７
万
５
千
円
。

勤
務
８
時
～
1７
時（
宿
直

1７
時
～
８
時
）時
間
外
労

働
あ
り
。休
憩
6０
分
。6０
歳

定
年
制（
再
雇
用
6５
歳
ま

で
）。週
休
２
日
制
。「
あ
こ

う
典
礼
館
花
み
ず
き
」砂

子
２
４
５
の
１
☎
４８
・
８

６
６
１

　

▼
レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル

パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イ
ト
募

集
＝
未
経
験
者
歓
迎
。７

時
～
1５
時
半
他（
実
働
７

時
間
・
休
憩
９０
分
）。予
約

状
況
に
よ
り
勤
務
時
間
の

変
動
有
。時
給
１
０
１
０

円
。交
通
費
有
。マ
イ
カ
ー

通
勤
可
能
な
方
。土
日
祝

も
勤
務
可
能
な
方（
用
事

の
あ
る
日
は
休
め
ま
す
）。

パ
ー
ト
さ
ん
は
週
３
日
程

度
の
勤
務
で
す
。ア
ル
バ

イ
ト
さ
ん
は
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
の
み
の
勤
務
も
可
能
で

す
。ゴ
ル
フ
を
し
な
い
方

で
も
大
丈
夫
で
す
。ゴ
ル

フ
す
る
方
は
優
待
価
格
で

プ
レ
ー
可
能
で
す
。「
赤
穂

カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」鷏

和
☎
４３
・
３
１
１
１

　

▼
牡
蠣
む
き
作
業
募
集

＝
経
験
者
、未
経
験
者
問

わ
ず
歓
迎
。1０
月
下
旬
か

ら
翌
年
４
月
ま
で（
研
修

期
間
あ
り
）。
８
時
～
16

時
半
。時
給
１
０
０
１
円

～
、昇
給
あ
り
。交
通
費
支

給
、昼
食
あ
り
。働
き
方
は

要
相
談
。「
野
村
水
産
」相

生
坪
根
☎
０
９
０
・
２
７

０
７
・
８
３
８
８

　

▼
起
立
性
調
節
障
害

「
そ
よ
風
ひ
ろ
ば
」
＝
第

６
回
は
寝
な
が
ら
で
き
る

ゆ
る
～
い
体
操
。
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
ま
せ
ん
か
。
対
話
会
は

体
操
の
後
に
行
い
ま
す
。

参
加
無
料
。
1０
月
２９
日

（
日
）、
塩
屋
公
民
館
和
室

で
1３
時
～
1５
時
。
赤
穂
市

教
育
委
員
会
後
援
。
☎
０

９
０
・
３
７
２
４
・
１
８

２
９
（
あ
い
ざ
わ
貴
代
）

　

▼
謹
ん
で
閉
店
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
＝
1０

月
２０
日
を
も
っ
て
閉
店
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
続
け
て
来
ら
れ

ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に

皆
様
方
の
ご
愛
顧
に
よ
る

も
の
と
心
よ
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
永
き
に

わ
た
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。「
大
黒
屋
」

加
里
屋
２
１
５
６
☎
４２
・

２
４
５
５

　

▽
1５
日
＝
堀
ク
リ
ニ
ッ

ク（
加
里
屋
２
９
０
の
1０
）
☎
４３
・
６
０
６
６
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